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• 電力システム改革をめぐるこれまでの動き 

• 広域機関の役割 

• 広域需給運用技術 

• 供給力確保策 

• 送電網の計画・建設 

• 安定化制御 

• スマートメーター、デマンドレスポンス 

• まとめ 
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低炭素電力供給システムの構築 
（次世代送配電システム） 

低炭素電力供給システム研究会資料より 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%BB%E5%83%8F:Lake_toya_landsat.jpg


３．１１東日本震災後の電力システム改革の論点 
＜新たな需要抑制策＞ 
論点１：スマートメーターの整備を進め、需給逼迫時に市場メカニズムを通じた需給調整機能を強化。 
 
＜需要家の選択＞ 
論点２： 小口小売分野についても、大口分野と同様、需要家が選択できる仕組みを導入。 
 
＜供給の多様化＞ 
論点３： 小売分野の選択肢拡大のためには、卸電力市場の活性化などが必要。 
論点４： 再生可能エネルギーやガスコジェネレーションの活用も含め、分散型エネルギーの活用。 
論点５： 適切な予備力を確保し、安定的に供給力を確保するための仕組みが必要。 
 
＜競争の促進と市場の広域化＞ 
論点６： 電力会社同士での競争を行うため、供給区域を超えた電力供給に関する障壁の撤廃や、卸電
力取引市場を通じた競争活性化が必要。 
論点７： 既存の供給区域を超えた広域での系統運用や需給調整を行うための仕組みが必要。 
論点８： 送配電部門の中立性を確保し、電源間の公正競争のため、会計分離の徹底、法的分離、機能
分離、所有分離などさらなる送配電部門の中立化を行う。 
 
＜安定性と効率性の両立＞ 
論点９： 市場メカニズムの活用による競争の徹底に際しては、安全性の確保、適切な送配電投資の確
保、ユニバーサルサービスの確保、供給責任の確保等に対応する仕組みの再構築が必要。 
論点10： 多様な主体の参画により複雑化する設備形成や系統運用上の技術的課題を克服しつつ、安
定性と効率性を両立する新たなシステムを構築が重要。 



電力システム改革の工程表 

2013年2月電力システム改革専門委員会報告書より 
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発送分離 

2013年2月電力システム改革専門委員会報告書より 



エネルギー基本計画（平成26年4月 ）の主なポイント 

 エネルギー政策の要諦は『3E＋S』 
（安全性：Safety、安定供給：Energy Security、経済効率性の向上：Economic Efficiency、 

 環境への適合：Environment） 

 原子力は、安全性の確保を大前提に重要なベースロード電源 

 再生可能エネルギーの導入を加速 

 需給バランスを確保するための方法のひとつとしてデマンドレスポンス 

     を活用。このために、2020年代早期にスマートメーターを導入 

 電力システム改革の断行 
• 広域的運営推進機関の設立 

• 小売および発電の全面自由化 

• 送配電部門の法的分離 

 スマートコミュニティの実現 

 エネルギーマネジメントを通じた新たなサービスの創出や需給バランス
の管理 etc… 



 再生可能エネルギー（大規模水力除く）の 
設備容量の推移 

出所：経済産業省 総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会 新エネルギー小委員会 第1回資料 



電力広域的運営推進機関と 
送配電事業者・発電事業者等との関係 

 日本全体の需給計画・系統計画のとりまとめ 
（将来の需要想定に対する供給予備力の管理、必要な送電インフラの増強
を指導・勧告） 

 需給及び系統の広域的な運用 
（再エネ導入拡大等にも対応した連系線・基幹系統の潮流管理等） 

 需給ひっ迫緊急時の措置 
 系統アクセス業務 
（配電系統を除く接続検討の受付、検討結果の事業者への通知等） 

 系統情報の公開 
 系統計画、系統アクセス、系統運用等に係るルール策定 

 （小売全面自由化後において）長期的供給力不足が見込まれる場
合の供給力確保措置（容量市場の運営、電源入札等） 

広域系統運用機関（全国で１箇所） 

 供給力確保義務に対応した供給力の確
保（小売事業者） 

 電源の建設、運転、保守 
 顧客への電力供給 

各地の発電事業者・小売事業者 

送電線の補修等に伴う電源の
停止計画の調整、 

需給ひっ迫緊急時の電源焚き
増し指示    等 

電源計画の提出、 
自社需給の計画提出、 
供給力確保状況の提出  等 

電源への 
給電指令等 

 エリアの系統計画の立案 
 エリアの需給運用 

- 需給バランス調整、周波数調整 
- 電力、新電力、再エネ等電源への給電指令 

 エリアの送配電系統の運用 
- 送配電系統の指令、系統の監視 
- 設備の建設、運転操作、保守、事故時等の
復旧対応 

- 託送料金の算定 

送配電事業者（各エリア） 

エリアの計画の提出  等 

連系線・基幹系統の補修等に伴
う電源の停止計画の調整 

連系線の管理値の指示 等 

資源エネルギー庁 第１回制度設計ワーキンググループ資料（～広域的運営推進機関の業務及び組織・運営～）より 



送配電事業者とＢＧの中給の役割 
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（経済運用・負荷追従運用） 

実運用1時間前から 
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Ａ、Ｂで広域メリットオーダー 
（経済運用）が可能か？ 



インバランス料金制度 



再生可能エネルギー電源の送電による周波数調整 

連系線に変動
電力を流す 



地域間連系線の利用 
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による緊急融通 
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などの事故 
マージンの利用が 

できない場合、負荷遮断 

自然変動電源 

による利用 



供給計画のスキームにより各主体に求める内容と
国・広域機関の対応 

第２回制度設計ワーキンググループ事務局提出資料 ～新たな供給力確保策について～ 



供給力確保についての考え方 

2013年2月電力システム改革専門委員会報告書より 

不確実性の増加！ 
発電事業者は、この制度を 

利用したいと思うはず 
競争的電源ができるか？ 



小売事業者による供給力確保イメージ 

第２回制度設計ワーキンググループ事務局提出資料 ～新たな供給力確保策について～ 



送電網の設備形成に向けた基本的な業務フローイメージ 

第６回 制度設計ワーキンググループ 事務局提出資料 ～広域的運営推進機関における設備形成ルールの在り方～  

○当該検討に当たって必要となる電力系統の安定度に関するシミュレーションその
他の分析ツールを具備すること。  



スマートメーターの導入 

第６回 制度設計ワーキンググループ 事務局提出資料 ～ スマートメーター制度検討会における検討結果と今後の対応 ～より  

電気料金プログラムの間接制御によるＤＲ 



インセンティブ型DR実証事業 
〇 海外では、ピークカットやピークシフトを目的とした料金連動型のDRだけでなく、予備力調達や周

波数調整といった系統運用に欠かせないアンシラリーサービスの分野にも適用。 

〇 この事業では、次のような項目について調査・評価を実施。 

  ・ピーク時供給力調達のためのDR   ・運転予備力調達のためのDR 

  ・周波数調整のためのDR       ・経済的な電力調達のためのDR 他 

インセンティブ型デマンドレスポンスのイメージ 

デマンド監視装置 デマンド表示 

出所：経済産業省ホームページ 



小規模エリアでのアグリゲータ的事業 
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電力小売り市場（需要家参加） 
（前日市場、１時間前市場、 

リアルタイム市場） 

ＰＶ、ＨＰ、ＰＶ、ＥＶ、蓄電池の 

ローカル制御とその系統貢献 

ＥＶ、ＰＨＥＶのＶ２Ｇ、 

スマート充電ビジネス 

ＬＥＭＳ 

LEMS：Local Energy Management System 

スマートイン
ターフェース スマートイン

ターフェース 

さまざまな料金メニューに
よる需要削減、需要シフト 



おわりに 

経済性 安定性 供給信頼性 

・供給力確保策の制度設計   

 （リアルタイム市場、容量市場、電源入札制度など） 

・大規模自然災害に対する系統増強も含めた 

 合理的な電力系統形成の考え方の整理 

・電源計画・系統計画の協調の取り方の検討 

・広域系統安定化技術の開発 

 （ビッグデータ、アダプティブな広域安定化装置など） 

・スマート化の地に足のついた推進 

 （技術開発、実証、サイバーセキュリティ、費用負担等） 


